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2010年4月21日 

マスコミ関係各位 

 

2010年度明治学院大学国際平和研究所（PRIME） Cinema Cafe 第1回 特別先行試写会 

映画『ビルマVJ～消された革命～』上映会  

＆ヤン・クログスガード氏×鳥越俊太郎氏ディスカッション 

第82回アカデミー賞 長編ドキュメンタリー部門ノミネート作品。原案・脚本家×鳥越俊太郎氏の対談。 

 

明治学院大学国際平和研究所（PRIME）では、2009 年度から続く PRIME Cinema Café シリーズの 2010 年度第１

回として、映画『ビルマＶＪ～消された革命～』の特別試写会及びヤン・クログスガード氏（原案・脚本家）と鳥越俊太

郎氏（ジャーナリスト）のディスカッションを開催いたします。 

 

『ビルマVJ～消された革命～』は、第82回アカデミー賞 長編ドキュメンタリー部門ノミネートの他、150以上の映画祭で、

40以上の国際的な賞を受賞した作品です。軍事政権によって外国人ジャーナリストの入国が厳しく制限されるなか、拷問や

投獄のリスクを負いながら、情報を発信し続けるビルマ人ビデオジャーナリスト＝ＶＪたち。本作はそんな断片的なニュース

映像の世界を超え、ＶＪたちの命懸けの体験そのものを伝えようと試みた作品です。そして、膨大な映像が、はじめて一編

の大きな物語へと紡がれたのです。閉ざされた国で何が起きているのか？ ついに、あの失われた“革命”の全貌がスクリ

ーンに映し出されます。 

 

上映後には原案・脚本家のヤン・クログスガード氏と鳥越俊太郎氏によるディスカッションをおこないます。 

ヤン氏は、今回の映画のため、命懸けで活動するＶＪ（ビデオ・ジャーナリスト）たちはもちろん、ビルマ人亡命者の

幹部メンバーや抵抗軍の兵士（高官から子どもの兵士まで）、ビルマ人から離脱した将校、難民、アウンサンスーチー

氏の元ボディーガードなど、重要人物たちと会い現地での情報収集や撮影の指揮を執りました。ヤン氏の実体験に

基づく生の声と、質疑応答による参加者との十分な意見交換により、単に映画を鑑賞するだけでなく、更に深く掘り下

げて考える、他では経験できない貴重な機会になると考えます。 

 

ぜひ当日の様子を取材していただきたく、ご検討よろしくお願いいたします。 

 

 

【日時】2010年 4月25日（日） 13:30～16:40（終了予定） 
（13:30～14:00 開場，１4:00～15:30 本編上映，15:30～15:40 休憩，15:40～16:40 トーク&質疑応答（通訳あり）） 

【場所】明治学院大学 白金校舎アートホール  http://www.meijigakuin.ac.jp/access/shirokane/  
    （JR品川駅・目黒駅よりバスで約10分、東京メトロ白金高輪駅、白金台駅、高輪台駅より各徒歩約 7分 ） 

【ゲスト】ヤン・クログスガード氏（原案・脚本）、鳥越俊太郎氏（ジャーナリスト） 

【共催】明治学院大学国際平和研究所、東風 

【参考】映画『ビルマVJ～消された革命～』 http://burmavj.jp/ 

【お問合せ先】明治学院大学国際平和研究所（PRIME)  Tel:03(5421)5652/Fax:03(5421)5653 

 

取材のお問い合わせは…                 明治学院大学 広報室   担当：齊藤、石井 

〒108-8636 東京都港区白金台1-2-37  Tel：03-5421-5165（直通）  Fax：03-5421-5185 

koho@mguad.meijigakuin.ac.jp  http://www.meijigakuin.ac.jp 
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